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Itʼs an exciting time to be in broadcast audio, 
and CALREC is right in the middle of it.

CALREC ARGO Q at NEP Australia
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Digital Mixing Console
Control Surface

ユーザーの用途に応じた設計ができるセミオーダー型のサーフェス。
AoIPに対応する超高速DSPで次世代コンテンツに対応。ARGO Q / S

ARGO Q ARGO S

●仕様

● 超高速プロセッシング・エンジン
■	超高速DSPを可能にする"Blu3fin"を搭載したImPulseを用意。 
ImPulseの入力チャンネルとチャンネル処理数を限定した1Uタイプ
の「ImPulse1」やクラウドベースDSPプロセッシングソフトウェア
の「ImPulseV」も新たにラインナップ。

■	イマーシブ・ミキシングやNGA(Next Generation Audio)など、次世
代のコンテンツ制作にも余裕をもって対応。

■	304の基本ライセンスに追加ライセンスを購入すれば、導入後のアッ
プグレードも可能。

■ImPulse、ImPulse1どちらも
AES67/ST2110-30に 準 拠
し、NMOS IS-04とIS-05をサ
ポート。

▲ImPulse 5U ▲ImPulse1 1U

●セクション区切りのコントロール・サーフェス
■	ARGOのコントロール・サーフェス
は、1システム内で最大20セクショ
ンまで構成可能。最大8セクションま
で対応できるシャーシを用意。

■	サーフェスとプロセッシング・エンジ
ン間はIP接続となっているため、イン
ターネット環境が整っている場所で
あればサーフェスとプロセッシング・
エンジンが離れていても運用可能。
サーフェスの1セクションだけ別部
屋においてサブミックス的な用途に
使用するなど、ユーザーの使い勝手に
合わせた運用が可能。

■	1つのセクションにフェーダーパネルを複数設置可能。ARGO Qには
Large フェーダーパネルと最大２つのSmall フェーダーパネルを設
置でき、最大36 フェーダーを搭載可能。

ARGO Q の
1 セクション

ARGO Q / S

2384 2128 1872 1458 1360 1056 800 672 432 672 432 356 304 256

DSPエンジン ImPulse ImPulse1 ImPulseV

最大フェーダー数 240

DSPプロセッシングパス 2,384 2,128 1,872 1,458 1360 1,056 800 672 432 672 432 356 304 256

入力チャンネル 2,048 1,792 1,536 1,122 1024 768 512 384 256 384 256 180 128 128

メイン出力 最大16系統※ 最大16系統※※ 最大16系統※ 最大16系統※※ 最大8系統※※

グループ出力 最大48系統※ 最大48系統※※ 最大48系統※ 最大48系統※※ 最大32系統※※

トラックバス 最大96 最大64 最大48 最大64 最大48 最大32

Auxバス 最大48 最大32 最大32

ダイレクト出力 1,024 768 512 256 512 256 180 128 64

インサート 1,024 384 256 128 256 128 128

EQ/フィルター 6バンドパラメトリックEQ

ダイナミクス 2×コンプレッサー/リミッター、1×エクスパンダー/ゲート/ダッカー

ディレイ 5.4sec
※　メイン/グループの192モノより
※※メイン/グループの96モノより
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ユーザーの用途に応じた設計ができるセミオーダー型のサーフェス。
AoIPに対応する超高速DSPで次世代コンテンツに対応。

●コントロール・サーフェスにモジュール・パネルシステムを採用

■	ARGOのコントロール・サーフェスは、ユーザーの要望に合わせてパ
ネルの組み合わせが可能なモジュール・パネルシステムを採用。

■	1セクション5モジュールのARGO Qと、4モジュールのARGO Sの
2モデルを用意。

■	各々、共通のモジュール・パネルでサーフェスを構成。
・	左図①②④は標準：1セクションに2種の液晶パネルとLargeフェー
ダーパネル

ARGO Q ARGO S

①

②

③

④ 左図①：
メーターパネル

左図②：
タッチスクリーンパネル

左図④：
Largeフェーダーパネル

ワイルドアサインパネル

●選べる3つのモジュール：上図③

モニターパネル Smallフェーダーパネル

・	 48×ロータリーノブ＆ボタン。
・	それぞれに個別のディスプレイを装備。

・	すべてのモニタリングボタンがプログラマ
ブル。

・	トークバックマイク入力用のXLR端子と
USBを装備。

・	 12×ショートフェーダー
・	プログラマブルボタンを2個装備。

▼I/Oオプション

Combo BNC

6 × AES3 入力(D-Type)、6 × AES3 出力(D-Type)、8 × バラン
スアナログ出力、1 × MADI 入力、1 × MADI 出力、8 × GPI、8 × 
GPO

Combo D-Type Analogue
12×アナログ出力 8×Mic/Line 入力

Mic/Line

6 × AES3 入力(BNC)、6 × AES3 出力(BNC)、8 × バランスアナ
ログ出力、1 × MADI 入力、1 × MADI 出力、8 × GPI、8 × GPO

●サーフェス背面に取り付けできるI/Oユニット
サーフェス背面に直接取り付け可能なI/Oユニットが用意されて
おり、4種類から選択可能。任意のI/Oユニットを挿入することで外
部ラックのスペースを節約できるうえ、ケーブルの取り回しを簡
潔にします。

●寸法図

Largeフェー
ダーパネルの
フェーダー数

セクション数
＠380mm

幅
（標準トリム） 
54+16=70mm

幅
(スリムトリム)
16mm

12 1 450mm 396mm
24 2 830mm 776mm
36 3 1210mm 1156mm
48 4 1590mm 1536mm
60 5 1970mm 1916mm
72 6 2350mm 2296mm
84 7 2730mm 2676mm
96 8 3110mm 3056mm

ARGO Q ARGO S

・	上図③の箇所にはモニターパネル、ワイルドアサインパネル、Small フェーダーパネルの3種類から選択可能。
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超高速DSPを内蔵した
コンパクトなSMPTE 2110ネイティブ・コンソールARGO M

All in One Model Conlole

Digital Mixing Console

● AoIPに対応するコンパクトなコンソール
■	SMPTE 2110に対応。中小規模の放送局用に設計された、コンパク
トな36フェーダーと24フェーダーの2サイズ。

■	高度なDSPとローカルI/Oを内蔵したオールインワン・モデル。
■	ImPulseまたはImPulse1をエクスターナルコアとして使用するこ
とでDSPのリダンダント構成が可能。また、ImPulseを使用すれば、
ARGO QやARGO Sとのマルチコンソール構成も可能。ImPulseVに
も対応。

■リアパネルにローカルI/Oとして、SMPTE2110、アナログI/O、デジ
タルI/O、GPIO、MADI用SFPポート、ビデオ入力用SFPポートを搭
載。また、モジュラーI/Oスロットが3つあり、既存の1スロット幅のモ
ジュールカード(→p.13)を挿入してDanteやSDIなどを拡張可能。

● �シンプルなタッチスクリーン
とフェーダーパネルの構成

■	タッチスクリーンは、メーター画面
と操作画面に切り替え可能。

■	フェーダーパネルには、24×ロー
タリーノブ＆ボタンと48×プログ
ラマブルボタンを装備。機能セット
のカスタマイズが可能。フェーダー
のラベリングができるディスプレ
イも装備。

幅（標準トリム:mm） 幅（トリムなし:mm） 質量
24 838 798 28kg
36 1231.5 1191.5 38kg

●仕様

●寸法図

ARGO M

356 304 432 432 356 304 256

DSPエンジン 内蔵DSPエンジン ImPulse ImPulse1 ImPulseV

最大フェーダー数 36

DSPプロセッシングパス 356 304 432 432 356 304 256

入力チャンネル 180 128 256 256 180 128 128

メイン出力 最大16系統※ 最大8系統※※

グループ出力 最大48系統※ 最大16系統※※

トラックバス 最大48 最大32

Auxバス 最大32
ミックスマイナス出力および
ダイレクト出力

180 128 256 256 180 128 64

インサート 128

EQ/フィルター 6バンドパラメトリックEQ

ダイナミクス 2×コンプレッサー/リミッター、1×エクスパンダー/ゲート/ダッカー

ディレイ 5.4sec
※　メイン/グループの96モノより
※※メイン/グループの32モノより

611.51mm

486.84mm

747.75mm

34
6.

57
m

m

120˚

3˚

24フェーダー

24フェーダーのリアパネル

36フェーダー

New!
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ImPulse

■	圧倒的なプロセッシングを可能にするDSPエンジン「Blu3fin」を搭載。
■	AES67とST2110-30に準拠し、NMOS IS-04とIS-05をサポート。
■	1Gbps/10Gbpsモードで動作可能。
■	サードパーティ製のコントローラーやオートメーションシステムから
のリモートコントロールも可能。

■	最大7.1.4ワイドのイマーシブ音源の制作に対応。3Dパンコントロー
ルで3Dサウンドをよりリアルに編集。

■	モノ、ステレオ、 5.1、  5.1.2、  5.1.4、  7.1、  7.1.2、  7.1.4 の入力
チャンネル、グループとメインパスのモニタリングとメータリング。

※以下、ImPulseのみの特長

■	ImPulseは、最大4枚のルーターカードを取り付け可能。それぞれ
4096×4096のオーディオチャンネルルーティング。

■	ImPulseは、最大4つのDSPミックスエンジンと制御システムを単一
コア上で同時に独立して実行可能。

ImPulse1

ImPulseV

1U

5U

※ARGOのみ対応。

ImPulse
DSP CORE

■	CALRECオーディオ・ミキシング・エンジンを提供するクラウドベー
スのDSPプロセッシング・ソフトウェア。

■	世界中のどこからでもアクセスできるAWS環境で仮想化されてお
り、物理的なハードウェアへの依存を減らし、より効率的にプロダク
ションを拡張することで、運用コストを大幅に削減可能。

■	特許取得済みのx86 CPU最適コア処理（OCP）技術を活用し、仮想化
されたLinux環境で動作。

■	低レイテンシーのスループット用に最適化されており、最大256のプ
ロセッシングパスにリアルタイムで反応できるため、効率的かつ確実
なオーディオ処理を実現。

■	イマーシブ・プロダクションやDolby Atmosワークフローのための
フルイマーシブ・フォーマットもサポート。

-	256プロセッシング・パス
-	128入力チャンネル
-	32メイン・パスから最大8メイ
ン

-	32のグループ・パスから最大
16グループ

-	32Aux
-	32トラック
-	モノ、ステレオ、サラウンド
（5.1、7.1）、イマーシブ（5.1.2、
5.1.4、7.1.2、7.1.4）をチャン
ネル、グループ、メインパスでサ
ポート

-	64ダイレクト出力

-	1ミックス・マイナス・バス
-	128インサート
-	64外部入力
- すべてのチャンネル、グループ、
メイン、トラック、Auxのパス
ディレイ

-	128インプットディレイ
-	128アウトプットディレイ
-	1つのモニタリング・システム
（7.1.4まで） - 1PFL（7.1.4ま
で）、1AFL（7.1.4まで）、4つの
フレキシブルなモニター・セレ
クターと出力、4つのユーザー・
メーター、128のアサイナブル・
メーター

New!



CALREC　Mixing Consoles for Broadcast 8

Digital Mixing Console
Control Surface

Shine・Ray・Beam・Light

Hydra2 Console

APOLLO
ARTEMIS

ImPulse Console

APOLLO+
ARTEMIS+

■	CALREC独自のHydra2ネットワークで構築するコンソールシステ
ム。高い安定性と低遅延で世界中の放送局から強固な信頼を獲得。

■	ARTEMISは、プロセッシング数が異なる4種類を用意。
■	PSU、DSP、コントロールプロセッサ、ルーター、I/Oにおいて、ホット
プラグ可能なハードウェアを提供。放送用途に不可欠なリダンダント
機能を持ち合わせており、障害発生時には自動的に切り替えて運用を
持続。

■	入力チャンネルやバスのリソースは独立しており、バスを増加しても
入力チャンネルは減少せず、フルプロセッシングで稼働。

■	コンソールはPCに依存せず独立してオペレートできるため、PCの故
障時やリセット時でも放送に支障なく運用可能。オーディオ信号を途
切れさせることなく、PCおよびコントロール・サーフェスのリセット
が可能。

■	強力な"Blu3fin”DSPを搭載したプロセッシング・エンジン
「ImPulse」を組み込んだ、AoIPベースのネットワークを構築。

■	AES67/ST2110-30に準拠し、NMOS IS-04とIS-05をサポート。
■	プロセッシング数の異なる5種類のライセンスを用意。1つのコアに4
つの独立したミキシング環境を構築することが可能。

■	追加ライセンスを購入すれば、導入後のアップグレードも可能。
■	最大7.1.4ワイドのイマーシブ音源の制作に対応。3Dパンコントロー
ルで3Dサウンドをよりリアルに編集可能。

■	APOLLO、ARTEMISのHydra2コンソールシステムとの互換性あ
り。DSPをImPulseに差し替えれば、AoIPベースのコンソールに切り
替え可能。また、 I/O Boxも、Hydra2からAoIPへの切り替えが可能。

強大なチャンネル処理能力と比類ない安定性。
多様化する環境に余裕を持って対応するハイエンドモデル。

視認性に優れ、直感的でパワフル。
優れた音響性能と圧倒的な処理能力を誇るハイグレードなコンソール。

APOLLO

ARTEMIS
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モジュール フレーム サーフェス最大幅

4.5 （32 fader） 2、2.5 1,333mm

5.5 （40 fader） 2、3.5 1,593mm

6.5 （48 fader） 2、2.5、2 1,859mm

7.5 （56 fader） 2、3.5、2 2,119mm

ARTEMIS+は最大72フェーダー、
ARTEMIS Shine/Rayは最大72フェーダー、
ARTEMIS Beamは最大64フェーダー、
ARTEMIS Lightは最大56フェーダーまで拡張可能。

注意：高さは調整不可

57
8.

3

53
4

10
42

.2

65°

2.5°

60
7.

8
70

1

123 664 25.0
71

Fix 435.0

72
6

▼サーフェス
■	コントロールパネルは瞬時にモードの切り替えが可能。
すべてのコントロールをボタン1つで操作できるため、
迅速な対応を迫られる場面に有効。

■	ユーザー毎に操作のレイアウトを設定でき、複数のオペ
レーターが同じサーフェスで作業することが可能。

■	充実の12デュアルレイヤー構成。各フェーダーに24の
アサインが可能。

■	8×100mmフェーダー(PFLオーバープレス付き)。
APOLLO/APOLLO+は、8×60mmフェーダーが追加
されるデュアルフェーダーパネルを選択可能。

■	機能に応じて色が変化するカラーノブにより、直感的な
コントロールが可能。

■	TFTタッチスクリーンを採用。I/O、モニタリング、ルー
ティングをストレスなくコントロール。

■	大規模シーンに対応するフレキシブルなモニタリングシ
ステム。

■	ブランクセクションに特注のスイッチパネルを埋め込み
可能。

●仕様

モジュール フレーム サーフェス最大幅

6.5 （48 fader） 2、2.5、2 1,748mm

7.5 （56 fader） 3、2.5、2 1,998mm

8.5 （64 fader） 3、2.5、3 2,248mm

9.5 （72 fader） 2、3、2.5、2 2,504mm

10.5 （80 fader） 2、3、2.5、3 2,754mm

APOLLOは、最大160フェーダーまで拡張可能。(シングル
フェーダーパネル採用時)

85
3.
9

10
51

30

19

63

777
870

70
3

70
0

60
0

57
0

209

103

130°160°

173
585

1098

APOLLO/APOLLO+ ARTEMIS/ARTEMIS+

APOLLO ARTEMIS
Shine

ARTEMIS
Ray

ARTEMIS
Beam

ARTEMIS
Light

最大フェーダー数 160(デュアルフェーダー)
80(シングルフェーダー) 72 72 64 56

DSPプロセッシングパス 1292 904 680 564 384

入力チャンネル 1020 680 456 340 240

プログラムバス 128 128 128 128 72

メイン出力 最大16系統（モノラル、ステレオまたは5.1ch）

グループ出力 最大48系統（モノラル、ステレオまたは5.1ch）

トラックバス 96 64 64 64 48

AUXバス 48 32 32 32 24

ダイレクト出力 512 512 512 512 256

インサート 256 256 256 256 128

EQ/フィルター 6バンドパラメトリックEQ、可変

ダイナミクス 2 ×コンプレッサー/ リミッター、  1 × エキスパンダー/ゲート

ディレイ 2.73sec

▼Hydra2 Console

▼ImPulse Console
APOLLO+ ARTEMIS+ 

1458 1056 800 672 432 1458 1056 800 672 432

最大フェーダー数 160(デュアルフェーダー)/80(シングルフェーダー) 72 72 72 72 72

DSPプロセッシングパス 1458 1056 800 672 432 1458 1056 800 672 432

入力チャンネル 1122 768 512 384 256 1122 768 512 384 256

プログラムバス 192 96 192 96

メイン出力 最大16系統（モノラル、ステレオまたは5.1、5.12、5.14、7.1、7.1.2ch）

グループ出力 最大48系統（モノラル、ステレオまたは5.1、5.12、5.14、7.1、7.1.2ch）

トラックバス 96 64 48 96 64 48

AUXバス 48 32 48 32

ダイレクト出力 512 256 512 256

インサート 256 128 256 128

EQ/フィルター 6バンドパラメトリックEQ、可変

ダイナミクス 2 ×コンプレッサー/ リミッター、  1 × エキスパンダー/ゲート

ディレイ 2.73sec
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専有面積１m²以下。
中小規模のスタジオ向けにデザインされ、高性能な機能を搭載。

■	すべてのチャンネルに専用のDSPリソースがあり、ストレスのない
トータル・コントロールを実現。5.1chサラウンドやモニター機能、多
くのバス数を装備。

■ 専有面積を1㎡以下に収めたコンパクトな筐体は、中小規模のスタジ
オに最適。中継用・可搬用にも適しています。

■	15.6インチのマルチタッチスクリーンを搭載。高解像度な画面は情
報をクリアに判断でき、確実なコントロールを可能にします。

■	フェーダー数を限定してコストを抑えつつも、デュアルレイヤー構成
にして最大プロセッシング数を増やしています。

■	プロセッシング数を減少させることなく、96.0kHzのプロセッシング
が可能。44.1、 48.0、 88.2kHzでのオペレートも可能。

■	コアルーターを使用することによりHydra2のネットワークを利用可
能。複数台のBRIOの接続ができ、上位機種のAPOLLOやARTEMISへ
の接続も可能。

426
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 892 

BRIO36
質量 ： 28kg

BRIO12
質量 ： 18kg

BRIO12

All in One Model Console

●仕様

BRIO36 BRIO12

フェーダー数 36 12

DSPプロセッシングパス 156 124

入力チャンネル 96 64

プログラムバス 36 36

メイン出力 4 4

グループ出力 8 8

AUXバス(バス) 24 24

ダイレクト出力 64 48

インサート 132 100

EQ/フィルター 6バンドパラメトリックEQ、可変、
2フィルター

ダイナミクス 2 ×コンプレッサー/ リミッター、  
1 × エキスパンダー/ゲート/ダッカー

ディレイ 5.4sec

426
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755

 

848

 87
 

 27
8

 

AD6300(BR-IO)：
BRIO専用の拡張I/Oラック

BRIO36と同じ入出力数を装備。
価格を抑えながら入出力数を増設。
W482×H178×D397mm

▼寸法図

▼リアパネル

BRIO

Hydra2 Console

BRIO36 / BRIO12

▼External  I/O  Rack  for  BRIO

 2
73

 

 892 

 450 

 794 

 2
20

 

 892 

BRIO36
アナログ：24 in、16 out　　デジタル：8 in、8 out(AES)

拡張I/Oの接続ポートや、
マルチフォーマットのイン
ターフェイス用に3系統のス
ロットを装備。多様なカード
を用意(→p.13)しており、必
要に応じたカスタマイズが
で可能。

Digital Mixing Console

4U
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ユーザーのニーズに合わせたカスタマイズが可能。
コストパフォーマンスに優れた放送用デジタル・ミキシング・コンソール。

■	フェーダーパネルとソフトパネルをモジュラー方式にし、必要チャン
ネル数やスタジオの大きさなどユーザーのニーズにフィットした操作
環境を構築可能。将来の拡張時にも追加が容易。

■最大60フェーダーまで拡張可能。
	 ※マルチコンソールで使用した場合。ただし、1コンソールにつき最大48フェーダー。

■AES67/ST2110-30 に準拠し、NMOS IS-04とIS-05をサポート。
■	各種パネルにはイーサネット経由で電源供給。ケーブル配線を最小限
に抑制。

■ �フルサイズの100ｍｍフェーダー×6
■ �1コンソールにつき最大48フェーダーま
で拡張可能。増設や取り外しが簡潔。

■ �PoE+給電。イーサネットケーブルで接続。
■ �素早く動きに反応し、即時アクセスが可能。
■ ��W248×H38（手前）〜72（奥）×D392 mm
■ �連結金具のオプションも用意。詳細はお問
い合わせください。

■ タッチスクリーンのシンプルな操作とカラフルなわかりやすい画面。専用ソフ
トウェア 「TypeR Soft Panel Designer」で、画面レイアウトをPCでカスタマ
イズ可能。

■ �縦にも横にも設置可能。
■ �各パネルのレイアウトはショーごとに変更可能。多機能パネルとして簡単にカ
スタマイズ。

■ �PoE+給電で、イーサネットケーブルで接続。
■ �LSP：W248×H226×D47mm、SSP：W181×H157×D47mm
■ �パネルスタンドや埋め込み用のキットなどのオプションも用意。

Type R-LSP（Large Soft Panel）

Control Surface

Type R

●仕様

Type R
R120

Type R
R80

Type R
R40

Type R
R20

(標準仕様)

最大フェーダー数 48＠1コンソール
※60(マルチコンソールの場合)

DSPプロセッシングパス 166 126 78 42

入力チャンネル 120 80 40 20

メイン出力 3（モノラル、ステレオまたは5.1chサラウンドを構成可能）

グループ出力 8（モノラル、ステレオまたは5.1chサラウンドを構成可能）

AUXバス 16 8

ダイレクト出力 96 64 32 24

インサート 96 64 32 24

EQ/フィルター 6バンドパラメトリックEQ、可変

ダイナミクス
1×コンプレッサー / リミッター、	

1×エキスパンダー / ゲート / ダッカー、	
1× ボーカルディエッサー

ディレイ 5.4sec

▼サーフェス

Type R-SSP（Small Soft Panel）

Type R-Fader Panel
フェーダーパネル

■	ゲスト、タレント、ジャーナリ
スト、またはプロデューサーが
特定の音声確認やプログラム
出力のモニターとして使用。

■	1台のType Rコンソールに対
して、最大8台の使用が可能。

■	トークバックやカフ機能など、
GPIOファンクションを4つの
ボタンに割り当て可能。

■	�W70×H187×D47mm(突
起部含まず)

■	�ヘッドホン出力レベルを制御。
■	1/4"ス テレオジャックと
3.5mmステレオミニジャッ
クを装備。

■	W130×H44×D120mm 
(突起部含まず)

Type R-Fader Panel (側面図)

Type R-LSP (側面図)

Type R-Talent Panel
AoIPモニターユニット

Type R-Headphone Amplifier Unit
ヘッドホン・アンプ・ユニット

▼Option Unit

72m
m

49mm

48mm

38mm

Type R-SSP (側面図)

47m
m

54mm 24mm

60m
m

47m
m

18mm

24mm60m
m

New!
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ST2110-30 / Hydra2  Network＆ Routing

I/O BOX  ~ Fixed Format ~

AD5782：
マイク/ライン 12 in/4 out – XLR

AD5781：
マイク/ライン 24 in/8 out – XLR

●アナログユニット

AD5780：
マイク/ライン 48 in/16 out – XLR

AE5743：
マイク/ライン 32 in/32 out  – EDAC(Standard Pin-Out) 

●デジタルユニット

JB5606：
AES3 16 in/16 out – BNC

JB5783：
AES3 32 in/32 out – BNC

JB5962：
AES3 32in/32out - BNC Rear CON

ST2022-7対応

Type R-IO COMBO リアパネル

2U 2U

2U

3U

3U4U

3U

Type R-IO Digital：　　　　※ ST2110-30 専用
AES3 8 in/8 out、6×GPI/GPO

1U

●アナログ / デジタル　コンボユニット

Type R-IO Analog：　　　　※ ST2110-30 専用
マイク / ライン 16 in/16 out
6 GPI/6 GPO

1U
Type R-IO COMBO：　　　　※ ST2110-30 専用
AES3 4 in/4 out
マイク / ライン 8 in/8 out
6 GPI/6 GPO
2 ステレオヘッドホン

1U

● GPIO ユニット

Type R-GPIO BOX リアパネル

Type R-GPIO BOX：　　　　※ ST2110-30 専用
32 GPI/32 GPO

1U
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Hydra2  I/O Option
AD6217-2(FIELD BOX)：ハーフラック（W220×H40×D384mm）
アナログ
 マイク/ライン　8 in / 8 out

Hydra2ネットワークのポータブルI/O。2本のケーブルでリダンダント可能。

Hydra2  HUB

・	コンパクトなので、ゴルフコースなど局外の広大なエリアの放送で手軽にI/Oの増設が可能。
・	例えばゴルフコースの各ホールで使用しているマイクを FIELD BOXに入力してDSP 
RACKとHydra2 で接続すれば、アナログケーブルの長距離敷設を回避。ノイズの軽減に
よる全体の音質向上に寄与。

・	 AC電源のほかDC電源 (10～ 30V,20VA max) にも対応。必要に応じて電源のリダン
ダントとしても使用可能。

RY6211-2(H2HUB)：
ハーフラック

（W220×H40×D284mm）

1つのHydra2ポートから最大４つまでの外部接続が可能。コンパクトで手軽なハブ。

・	底辺にラック固定用のホールを装備。
・	 AC電源のほかDC電源 (10～ 30V,15VA max) に
も対応。必要に応じて電源のリダンダントとしても使
用可能。Rear

Front

Rear

Front

I/O BOX   ~ Modular ~

エンクロージャー

任意の
モジュールカード

(20枚)

完成イメージ

SIG

1

2

3

4

5

6

7

8

STATUS

8 IN
ANALOG

LINE
IN

IN

THRU

SD / HD / 3G

DE-EMBED 1

SIG

IN

THRU

DE-EMBED 2

SIG

STATUS
SDI

OUT

EMBED 1

INSIG

OUT

EMBED 2

INSIG

STATUS
SDI

SD / HD / 3G

SIG

1

2

3

4

5

6

7

8

STATUS

8 OUT
ANALOG

LINE
OUT

1

2

3

4

SIG
SRC

SIG
SRC

SIG
SRC

SIG
SRC

STATUS

AES3
IN

STATUS
H2 I/F

RESET

WCLK OUT

1

2

HB1

SOFT

CTRL2

AUD2

PSU2

H_ACT

HB2

CTRL1

AUD1

PSU1

FAN1
FAN2

FAN 12V

1

2

3

4

SIG

SIG

SIG

SIG

STATUS

AES3
OUT

8
IN

DIG

8
OUT
DIG

STATUS
AES3

STATUS

8 IN / 8 OUT
CHANGEOVER

GPIO

1

2

3

4

SIG

SIG

SIG

SIG

48V

48V

48V

48V

STATUS
MIC/LINE IN

1

2

3

4

STATUS

SIG

SIG

SIG

SIG

LINE OUT

AC IN 2AC IN

48V OK

FAN OK

STAGE BOX PSU 
ZN5835-4
SERIAL NO:

INPUT RATING
100-240V AC ~ 

3.6-1.5A RMS MAX
50/60Hz

WARNING - THIS 
APPARATUS MUST
BE EARTHED. 
DO NOT RESTRICT 
VENTILATION HOLES. 
ENSURE ALL COVERS AND 
SCREWS ARE FITTED. 
MAX AMBIENT OPERATING 
TEMPERATURE 35°C

!

CALREC AUDIO LTD 
NUTCLOUGH MILL
HEBDEN BRIDGE 

WEST YORKSHIRE 
HX7 8EZ

ENGLAND
TEL: +44 (0)1422 842159        

www.calrec.com

PSU2 PSU1

AC IN

48V OK

FAN OK

STAGE BOX PSU 
ZN5835-4
SERIAL NO:

INPUT RATING
100-240V AC ~ 

3.6-1.5A RMS MAX
50/60Hz

WARNING - THIS 
APPARATUS MUST
BE EARTHED. 
DO NOT RESTRICT 
VENTILATION HOLES. 
ENSURE ALL COVERS AND 
SCREWS ARE FITTED. 
MAX AMBIENT OPERATING 
TEMPERATURE 35°C

!

CALREC AUDIO LTD 
NUTCLOUGH MILL
HEBDEN BRIDGE 

WEST YORKSHIRE 
HX7 8EZ

ENGLAND
TEL: +44 (0)1422 842159        

www.calrec.com

PSU2 PSU1

1

2

3

4

SIG

SIG

SIG

SIG

48V

48V

48V

48V

STATUS
MIC/LINE IN

1

2

3

4

STATUS

SIG

SIG

SIG

SIG

LINE OUT

IN

THRU

SD / HD / 3G

DE-EMBED 1

SIG

IN

THRU

DE-EMBED 2

SIG

STATUS
SDI

1

2

3

4

SIG
SRC

SIG
SRC

SIG
SRC

SIG
SRC

STATUS

AES3
IN

1

2

3

4

SIG

SIG

SIG

SIG

STATUS

AES3
OUT

1

2

3

4

SIG
SRC

SIG
SRC

SIG
SRC

SIG
SRC

STATUS

AES3
IN

+ ＝

AD5838：ライン　8 in – D-Type

AD6057：マイク / ライン　8 in – D-Type

AD5840：マイク / ライン　4 in – XLR

AL5870：マイク / ライン　2 in( スプリット付 ) – XLR

DA5839：ライン　8 out – D-Type

DA5867：ライン　4 out – XLR

JB5860：AES3　4 in – BNC

JX5869：AES3　4 in – XLR

JD5842：AES3　8 in/8 out – D-Type

JB5837：AES3　4 out – BNC

JX5868：AES3　4 out – XLR

JM6199：MADI(AES10)　1 in/1 out 
			   – BNC/SFP( オプチカル※オプション）

●アナログ I/O カード

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

①
②
③

④
⑤

⑥

●デジタル I/O カード

● SDI, GPIO, AoIP I/O カード

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

①

②

③

④

⑤

⑥

VI5872：SDI エンベデッター
	 2 SDI in (audio discarded)/2 SDI out(16 

audio channels each)– BNC

①

VO5841：SDI ディエンベデッター
2 SDI in(16 audio channels each)/2 SDI 
out(SDI "Thru") – BNC

②

WY5858：GPIO 8 in/8 out（フルチェンジオーバー・リレー） 
			   – D-Type

③

WY5859：GPIO 8 in/16 out( 常時開接点 ) – D-Type④
BI6218：WAVES SOUNDGRID – RJ45⑤
BI6192：DANTE( ネットワークリダンダント付 ) – RJ45⑥

※	 構成によっては挿入できない
部分がでてきます。

	 詳細はお問い合わせください。

⑦
⑦

AD6365：マイク / ライン　4 in( トランスバランス ) – XLR

中央のカードスロットに、Hydra2 
またはAoIPに対応するインター
フェースカードを挿入。

ST2022-7対応

3U
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ST2110-30 / Hydra2  Network＆ Routing

■	システム例

ST2110-30
・	すべてのオーディオI/OはAES67/ST2110-30に準拠し、NMOS IS-04とIS-05をサポート。
・	 ST2022-7 に対応。
	 システムをリダンダントで構築していれば、伝送路で障害が発生した場合にもストリーム間をシームレス（ヒットレス）に切替えることができ
るため、安定した信号再生を担保。

・	 IP経由でネットワークを介したサーフェスの接続が可能。
・	アプリケーションソフト「Assist(→p.20)」によるリモートコントロールやサーフェスのない「ヘッドレス・ミキシング」も可能。

● ImPulse Console 用

■	超高速DSPを可能にする"Blu3fin"を搭載したImPulseを用意。 ImPulseの入力チャン
ネルとチャンネル処理数を限定した1Uタイプの「ImPulse1」やクラウドベースDSPプロ
セッシングソフトウェア「ImPulseV」も新たにラインナップ。

ImPulseV

ImPulse 5U

DSP CORE
ImPulse1 1UST2022-7対応。

ST2022-7対応。
※ARGOのみ対応。

Digital I/O

Analogue I/O

ARGO Q

Control Switch

PTP Grandmaster Clock

Control Switch

PTP Switch

Type R-Core

Type R-IO

24フェーダーType Rシステム

ImPulse

Assist

AoIP Primary

AoIP Secondary

Surface Control

Core Link

詳細は→p.7
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Hydra2
・	 CALRECのクロスポイントルーター搭載。
	 	 APOLLO、ARTEMIS Shine、ARTEMIS Ray、ARTEMIS Beam：8192×8192
	 	 ARTEMIS Light：4096×4096
・	 [コントロールサーフェス]～[DSPラック]～[Hydra2対応I/O BOX]間は、CAT5eまたは光ファイバーケーブルで接続。
・	全ての入出力はHydra2ネットワークシステムを経由。512chの音声信号を24bit、48kHzで同時に送信。
・	様々な用途に対応するHydra2対応I/O BOXを各種用意。ネットワーク上のI/Oは、複数のコンソールで共有可能。

DSP CORE CONTROL
ROUTER / EXPANDER ENABLEDSPSYSTEM

FAIL
GOOD

FANS

RESETShydra

DSP 1 PROCESSOR 1 PROCESSOR 2 DSP 2 PSU 1 PSU 2
CONTROL

EXPANSION 1 ROUTER 1
hydra

EXPANSION 2ROUTER 2
hydra

AES 3 TRI-LEVEL
ANALOG

VIDEO
WORD
CLOCK

SYNC INPUTS

9

11

13

15

10

12

14

16

1

3

5

7

2

4

6

8

10 9
12 11
14 13
16 15

2 1
4 3
6 5
8 7

POK MA
PRI RST

MOK NOK
ST1 ST2

ETHERNET

LINKS

LINKS

ROUTER / EXPANDER PSU

MOK ST0
ST1 ST2
ST3 ST4
ST5 ST6

AC IN

USB

PSU

ST1 ST2
ST3 ST4
ST5 ST6

AC IN

USB

9

11

13

15

10

12

14

16

1

3

5

7

2

4

6

8

10 9
12 11
14 13
16 15

2 1
4 3
6 5
8 7

POK MA
PRI RST

MOK NOK
ST1 ST2

ETHERNET

LINKS

LINKS

ROUTER / EXPANDER

9

11

13

15

10

12

14

16

1

3

5

7

2

4

6

8

10 9
12 11
14 13
16 15

2 1
4 3
6 5
8 7

POK MA
PRI RST

MOK NOK
ST1 ST2

ETHERNET

LINKS

LINKS

ROUTER / EXPANDERDSP

POK MA
PRI RST

MOK NOK
ST1 ST2

D1D2
D3D4
D5D6
D7D8

POK MA
PRI RST

MOK NOK
ST1 ST2

CONTROL
PROCESSOR

SFP

MAC
4

MAC
3

12

USB

MAC
6

MAC
7

MAC
5

POK MA
PRI RST

MOK NOK
ST1 ST2

CONTROL
PROCESSOR

SFP

MAC
4

MAC
3

12

USB

MAC
6

MAC
7

MAC
5

DSP

POK MA
PRI RST

MOK NOK
ST1 ST2

D1D2
D3D4
D5D6
D7D8

9

11

13

15

10

12

14

16

1

3

5

7

2

4

6

8

10 9
12 11
14 13
16 15

2 1
4 3
6 5
8 7

POK MA
PRI RST

MOK NOK
ST1 ST2

ETHERNET

LINKS

LINKS

ROUTER / EXPANDER

MOK ST0

APOLLO、ARTEMIS Shine/Ray/Beam用ARTEMIS Light用

● Hydra2 Console 用

8U4U

■	Hydra2ネットワーク用のDSP CORE。
■	APOLLO、ARTEMIS Shine / Ray / Beam用には8Uのエンクロー
ジャー、ARTEMIS Light用には4Uのエンクロージャー。

■	各エンクロージャーに対応するモジュールカードを装填。

■	システム例

APOLLO

BRIO36

DSP CORE

Digital I/O

Modular I/O

Analogue I/O

SIG

1

2

3

4

5

6

7

8

STATUS

8 IN
ANALOG

LINE
IN

IN

THRU

SD / HD / 3G

DE-EMBED 1

SIG

IN

THRU

DE-EMBED 2

SIG

STATUS
SDI

OUT

EMBED 1

INSIG

OUT

EMBED 2

INSIG

STATUS
SDI

SD / HD / 3G

SIG

1

2

3

4

5

6

7

8

STATUS

8 OUT
ANALOG

LINE
OUT

1

2

3

4

SIG
SRC

SIG
SRC

SIG
SRC

SIG
SRC

STATUS

AES3
IN

STATUS
H2 I/F

RESET

WCLK OUT

1

2

HB1

SOFT

CTRL2

AUD2

PSU2

H_ACT

HB2

CTRL1

AUD1

PSU1

FAN1
FAN2

FAN 12V

1

2

3

4

SIG

SIG

SIG

SIG

STATUS

AES3
OUT

8
IN

DIG

8
OUT
DIG

STATUS
AES3

STATUS

8 IN / 8 OUT
CHANGEOVER

GPIO

1

2

3

4

SIG

SIG

SIG

SIG

48V

48V

48V

48V

STATUS
MIC/LINE IN

1

2

3

4

STATUS

SIG

SIG

SIG

SIG

LINE OUT

AC IN 2AC IN

48V OK

FAN OK

STAGE BOX PSU 
ZN5835-4
SERIAL NO:

INPUT RATING
100-240V AC ~ 

3.6-1.5A RMS MAX
50/60Hz

WARNING - THIS 
APPARATUS MUST
BE EARTHED. 
DO NOT RESTRICT 
VENTILATION HOLES. 
ENSURE ALL COVERS AND 
SCREWS ARE FITTED. 
MAX AMBIENT OPERATING 
TEMPERATURE 35°C

!

CALREC AUDIO LTD 
NUTCLOUGH MILL
HEBDEN BRIDGE 

WEST YORKSHIRE 
HX7 8EZ

ENGLAND
TEL: +44 (0)1422 842159        

www.calrec.com

PSU2 PSU1

AC IN

48V OK

FAN OK

STAGE BOX PSU 
ZN5835-4
SERIAL NO:

INPUT RATING
100-240V AC ~ 

3.6-1.5A RMS MAX
50/60Hz

WARNING - THIS 
APPARATUS MUST
BE EARTHED. 
DO NOT RESTRICT 
VENTILATION HOLES. 
ENSURE ALL COVERS AND 
SCREWS ARE FITTED. 
MAX AMBIENT OPERATING 
TEMPERATURE 35°C

!

CALREC AUDIO LTD 
NUTCLOUGH MILL
HEBDEN BRIDGE 

WEST YORKSHIRE 
HX7 8EZ

ENGLAND
TEL: +44 (0)1422 842159        

www.calrec.com

PSU2 PSU1

1

2

3

4

SIG

SIG

SIG

SIG

48V

48V

48V

48V

STATUS
MIC/LINE IN

1

2

3

4

STATUS

SIG

SIG

SIG

SIG

LINE OUT

IN

THRU

SD / HD / 3G

DE-EMBED 1

SIG

IN

THRU

DE-EMBED 2

SIG

STATUS
SDI

1

2

3

4

SIG
SRC

SIG
SRC

SIG
SRC

SIG
SRC

STATUS

AES3
IN

1

2

3

4

SIG

SIG

SIG

SIG

STATUS

AES3
OUT

1

2

3

4

SIG
SRC

SIG
SRC

SIG
SRC

SIG
SRC

STATUS

AES3
IN

Hydra2 Primary

Hydra2 Secondary

Surface Primary

Surface Secondary

CONTROL
ROUTER / EXPANDER ENABLEDSPSYSTEM

FAIL
GOOD

FANS

RESETShydra

DSP 1 PROCESSOR 1 PROCESSOR 2 DSP 2 PSU 1 PSU 2
CONTROL

EXPANSION 1 ROUTER 1
hydra

EXPANSION 2ROUTER 2
hydra

AES 3 TRI-LEVEL
ANALOG

VIDEO
WORD
CLOCK

SYNC INPUTS

9

11

13

15

10

12

14

16

1

3

5

7

2

4

6

8

10 9
12 11
14 13
16 15

2 1
4 3
6 5
8 7

POK MA
PRI RST

MOK NOK
ST1 ST2

ETHERNET

LINKS

LINKS

ROUTER / EXPANDER PSU
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■ ��Type R コンソール・システムの根幹となるコアユ
ニット。

■ ��20chDSP、8×Auxバス、8×グループバス、３メイ
ン出力の基本仕様。ライセンスの追加購入で、DSP
とコントロール可能なコンソール数を増加可能。

■ �1台で最大3つのコンソール・システムをコントロール。
■ ��AES67とST2110-30に準拠し、NMOS IS-04と
IS-05をサポート。

■ �ラックマウント可能な2Uサイズ。スペースの有効利
用が可能。

	 ※��システムのリダンダントを組む場合は、Type R-Coreが2台
必要。

■ ��Type R-Core本体にも I/Oを装備
　�4×AES入力、4×AES出力、8×アナログマイク/ラ
イン入力（48Vファンタム）、8×アナログライン出
力、2×6GPI/GPO、2×ステレオヘッドホン、2×
AoIPポート

Type R-Core 2U

型番 コンソール台数 DSP Auxバス グループバス メイン出力

標準仕様（R20） 1 20ch 8 8 3

R40 1 40ch 16 8 3

2 20ch 8 8 3

R80 1 80ch 16 8 3

2 40ch 16 8 3

1 40ch 16 8 3

2 20ch 8 8 3

R120 1 120ch 16 8 3

2 60ch 16 8 3

3 40ch 16 8 3

1 80ch 16 8 3

1 40ch 16 8 3

1 60ch 16 8 3

2 30ch 8 8 3

■ �追加ライセンス＠1Core

ST2110-30 / Hydra2  Network＆ Routing

ST2110-30  ~Type R ~

● Type R 用
DSP CORE

ST2022-7対応。

■	システム例

※�	システムのリダンダントが必
要な場合は、CORE をもう1
台追加する必要があります。

※�	CORE、AoIP Switch、IO
ボックス間は、Secondary 
Connectionを使用して、リ
ダンダントを構成。

Type R-Core
PTP Switch

Type R-IO
Control Switch

12フェーダーType Rシステム

AssistLSP

LSP

SSP

Fader Panel

AoIP Primary

AoIP Secondary

Surface Control
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AoIP ~Audio over Internet Protocol~

AoIP 1U

Hydra2とAoIPネットワーク間を接続するインターフェイス。
・	 AES67/ST2110-30、AVBモジュールを使用して、512ch× 512ch の伝送が可能。
・	ユニットは2つのAoIP モジュールを内蔵しており、それぞれ256ch× 256ch の AES67/ST2110-30、AVBモジュールに適合。
・	標準的なHydra2のリダンダンシーに加えて、それぞれのモジュールは、プライマリーとセカンダリーに1GBのAoIPコネクションを備えており、
スムーズな切り替えをサポート。

・	 AoIP ストリームはWeb UI で管理。
・	 ST2022-7 対応。

SL6353：512ch

H2-IP GATEWAY 1U

Hydra2とAoIPネットワーク間を接続し、Hydra2とImPulse、Type R間のコントロールを可能にするゲートウェイ。
・	 AES67/ST2110-30準拠しており、NMOS IS-04と IS-05をサポート。
・	コントロールデータやオーディオラベルの双方向パスが可能。例えば、Hydra2 ARTEMIS から Type R のマイクゲインを制御したり、ラベル
を見たりすることが可能。

・	各方向に512チャンネルの音声を伝送でき、複数のH2-IP GATEWAYを使用すれば、チャンネルの増量が可能。
・	 ST2022-7 対応。

SL6554：512ch

■システム例

Hydra2
ネットワーク ←

→ AoIP
　 ネットワーク

H2-IP GATEWAY PTP Switch

ARTEMIS Light

APOLLO+

Type R

Front

Rear

ImPulse

Hydra2

PTP Grand Master Clock

Hydra2 ＆ AoIP ゲートウェイ

AoIP インターフェイス

AES67/ST2110-30
CALRECコントロールデータ
Hydra2ネットワーク
サーフェスリンク
アナログ接続
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Digital Mixing Console

REMOTE PRODUCTION　リモート・プロダクション

拡張された第2世代のリモート・プロダクション。
はるかに高いレベルのコントロールと柔軟性を獲得し、放送局が求める複雑化するワークフローに対応。

True Control 2.0
■ �True Control 2.0が動作する製品数を拡大することで、必要に応じ
てリモートプロダクションを拡張可能。

■ �RP1 True Controlの実装をベースに開発。異なる会場にある複数の
コンソールにどこからでもアクセス可能。

■ �1台のTrue Control 2.0対応のコンソールで最大5台のコンソール
を同時に制御できます。制御されるコンソールは、1台のコンソール
からのみ制御可能。

■ �制御するコンソールが制御されるコンソールと異なる機能を持つ場
合、制御するコンソールが操作可能なパラメータを調整できます。

▼True Control 2.0 対応のCALREC製品
・	 ARGO Q
・	 ARGO S
・	 ARGO M
・	 Type R
・	 ImPulse V

■ �RP1コアでは、フェーダー＆カット、インプット・コントロール、Aux
センド・オン/レベル、Auxセンド・パン・コントロールをリモート・コ
ントロールできますが、True Control 2.0では、このコントロール・
セットが拡張され、以下の機能も追加されました：

Mix for 
Commentary

The Argo’s Faders are Controlled 
Remotely from the Argo “Host Console”

The Argo “Host Console” 
Controls the Argo Faders

Mix for 
Broadcast

C O N T R O L L E R C O N T R O L E E

V E N U EP R O D U C T I O N  C E N T R E

-	メインバスとグループバスへ
のルーティング

-	トラックバスへのルーティング
-	メインとグループバスへのパ
ンニング

-	トラックバスのパンニング
-	EQ
-	ダイナミクス１　コンプレッ
サー/リミッター

-	ダイナミクス１　エキスパン
ダー/ゲート/ダッカー

-	ダイナミクス２　コンプレッ
サー/リミッター

-	オートミキサー・コントロール
-	入力ディレイ
-	パスディレイ
-	インサート・オン/オフ
-	スピルフェーダー
-	ダウンミックス・フェーダー
-	オートフェーダー
-	ダイレクト出力

制作現場

放送用ミキシング 解説用ミキシング

イベント会場の ARGO のフェーダーは、
ホストコンソール「ARGO」から
リモート・コントロールされる

ホストコンソール「ARGO」が
イベント会場にある ARGO のフェーダーを

コントロール

制御するコンソール 制御されるコンソール

イベント会場

●リモート・プロダクションのメリット

▲コスト効率向上
	 出張費の削減や設備費の抑制

▲柔軟性と拡張性
	 より多く、多彩な規模のイベントに対応可能

▲協力体制の強化
	 人材の集約、専門家へのリモートアクセス

▲スポーツの普及拡大
	 国や地域に根ざしたコンテンツの必要性

▲環境への影響
	 カーボンフットプリントの削減

New!
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■ �Assist for RP1

■仕様
標準 追加ライセンス

チャンネル数 32(モノ、ステレオ、5.1ch) 96(モノ、ステレオ、5.1ch)
AUXバス 12（モノ、ステレオ） 24（モノ、ステレオ）
ダイレクト出力 32 96
EQ 4バンドフルパラメトリックEQ+LF&HFフィルター(12dB/octスロープ付)

ダイナミクス コンプレッサー/リミッター(サイドチェインEQ付)
エキスパンダーまたはゲート（ゲインリダクション付）

寸法 W442×H87×D365mm（突起部含まず）
質量（拡張カードを除く） 7.5kg
消費電力（発熱量） 78.4W

地域のニュース、スポーツ、音楽祭など幅広いライブイベントのミキシングを
数百から数千キロ離れた遠隔地で可能にします。

・	 RP1 には 1-36A および 1-36B として 72の仮
想フェーダーが配置されており、Assist でこの仮
想フェーダーに入力と出力を割り当て、リモート
コントロールを可能にします。 IP を介してホスト
コンソールに接続すると、入力と出力はホストコ
ンソールのリモートフェーダーからも制御可能。

・	 チャンネルとバスへの I/Oユニットのパッチ、ルー
ティング、メモリのセーブとロードなど、入力設
定以外の機能にもアクセスして制御可能。

Hydra2 Console

RP1 2U

フロントパネル

リアパネル

■ �中継先でローカルモニターミックスを行う
ミキサー。Webベースのアプリケーション
「Assist」で設定およびコントロール。
■ ��ローカルDSPを提供し、レイテンシーのな
いモニターミックスとIFBが可能。

■ ��モノラル、ステレオ、5.1chのミックスが
可能。すべてのチャンネルは、ローカルモニ
ターミックスの作成に使用できるAUXバス
のいずれかにルーティング可能。

■ �リモートスタジオのARGO、APOLLOまた
はARTEMISより5つのRP1のコントロー
ルが可能。マイクゲイン・AUXセンド/モニ
ターミックスレベル・フェーダーレベルな
どのチャンネル機能を直接コントロール。

■ �内蔵された768×768マトリクスルー
ターにより柔軟なルーティングが可能。

■ �デュアル電源を内蔵。
■ �3つの拡張スロットに、必要に応じたI/O
カードを選択。アナログ、AESのほか、SDI
への接続も可能。　※カードの詳細はP.13参照。

■ �Hydra2に対応したI/Oボックスも使用可能。

STUDIO FACILITY

Console Core

Mic

Moniter Mix

Camera
Assist

Video Feed

Assist

RP1

H2HUBFieldBOX

・Codec
・1GB Switch
・IP Network　etc.

●RP1 による中継先での音声ミキシング例

音声信号
制御信号

ARGO / APOLLO / ARTEMIS

スタジオのコンソールから
5台までの

RP1のコントロールが可能。

�	 Webベースの設定ツール。Mac、Windows、Linux デバイス上のWebブラウザで
動作するアプリケーション。

・	 中継先でDSPとバスの設定を管理するこ
とが可能。現場におけるすべての IFBルー
ティングとモニターのミックスレベルを現
場でセットアップ可能。

・	 現場とスタジオ双方からのコントロール
が好ましくない場合のために、スタジ
オが変更防止する「Block」スイッチと
現場がスタジオからの変更を防止する
「Independent」スイッチを用意。
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Application Software / Virtual Mixing System

モニターレベル調整画面ホームページ
フェーダーサーフェス一覧

ルーティング設定画面

▼Connect
CALRECのAoIP製品用 Webブラウザベースのアプリケーション。
IPネットワーク全体をコントロール。

・	 Connect は、ネットワーク上のすべてのオーディオストリームとデバイスを管理するストリー
ムマネージャーです。AoIP デバイスの管理を分かりやすく視覚化。CALRECの ImPulse や
Type R、I/Oユニットだけでなく、サードパーティ製AoIP 機器との接続も可能です。

・	 Connect のユーザーインターフェースは、ネットワーク上のストリームをシンプルなマトリ
クスで表示し、総合的な管理ツールを提供します。ユーザーはストリームをデバイス、グルー
プで検索でき、ストリーム接続のグループ化、変更、保存、リコールが迅速に行えます。

・	 Connect は CALREC製 AoIP I/O ユニットの管理も担っており、GPIOやマイク入力レベル
などの調整や、I/Oボックスへのソフトウェア・アップデートを管理します。

▼Assist
ノートPCやタブレット端末上で動作する仮想のオンラインデスク。ユーザーは、 Assist の異なるページに複数のタブまたは新し
いウィンドウで並行してアクセスでき、コンソール全体をインタラクティブに、リアルタイムにコントロール。
複数の場所から複数のユーザーがアクセス可能。

＜設定可能な機能など＞
・ショー	 ・メモリー	 ・フェーダーレイアウト
・パッチ	 ・バスのセットアップ	 ・ラベリング
・入力および出力レベル	 ・入力チャンネルパラメーター（マイクゲインを含む）	 ・ルーティング　など

＜対象のコンソールシステム
	 オンライン ： ARGO、APOLLO、APOLLO+、ARTEMIS、ARTEMIS+、Type R、RP1、VP2
	 オフライン ： APOLLO v9.2以上、ARTEMIS v9.2でのみ対応

※以下、画像はすべて Assist for ARGO

Virtual Mixing System

物理的なコントロールサーフェスを持
たないミキシングシステム。
・	セットアップとコントロールには、Assist
を使用。Webブラウザを介して、複数の
場所からアクセス可能。

・	 DSPのサイズは、128、180、240入
力チャンネルから選択。

・	 CSCP(Calrec Serial Control Protocol)
により、VP2をオートメーションシステ
ムとサードパーティ製のフェーダーユニッ
トで制御可能。

Stream Manager

EQ設定画面

Remote Working

4U

Hydra2 Console

VP2
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▼ImPulse Console

Specification

▼ARGO M

ARGO M

356 304 432 432 356 304 256

DSPエンジン 内蔵DSPエンジン ImPulse ImPulse1 ImPulseV

最大フェーダー数 36

DSPプロセッシングパス 356 304 432 432 356 304 256

入力チャンネル 180 128 256 256 180 128 128

メイン出力 最大16系統※ 最大8系統※※

グループ出力 最大48系統※ 最大16系統※※

トラックバス 最大48 最大32

Auxバス 最大32

ミックスマイナス出力および
ダイレクト出力

180 128 256 256 180 128 64

インサート 128

EQ/フィルター 6バンドパラメトリックEQ

ダイナミクス 2×コンプレッサー/リミッター、1×エクスパンダー/ゲート/ダッカー

ディレイ 5.4sec

※　メイン/グループの96モノより
※※メイン/グループの32モノより

ARGO Q / S

2384 2128 1872 1458 1360 1056 800 672 432 672 432 356 304 256

DSPエンジン ImPulse ImPulse1 ImPulseV

最大フェーダー数 240

DSPプロセッシングパス 2,384 2,128 1,872 1,458 1360 1,056 800 672 432 672 432 356 304 256

入力チャンネル 2,048 1,792 1,536 1,122 1024 768 512 384 256 384 256 180 128 128

メイン出力 最大16系統※ 最大16系統※※ 最大16系統※ 最大16系統※※ 最大8系統※※

グループ出力 最大48系統※ 最大48系統※※ 最大48系統※ 最大48系統※※ 最大32系統※※

トラックバス 最大96 最大64 最大48 最大64 最大48 最大32

Auxバス 最大48 最大32 最大32

ダイレクト出力 1,024 768 512 256 512 256 180 128 64

インサート 1,024 384 256 128 256 128 128

EQ/フィルター 6バンドパラメトリックEQ

ダイナミクス 2×コンプレッサー/リミッター、1×エクスパンダー/ゲート/ダッカー

ディレイ 5.4sec

※　メイン/グループの192モノより
※※メイン/グループの96モノより
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APOLLO+ ARTEMIS+ 

1458 1056 800 672 432 1458 1056 800 672 432

DSPエンジン ImPulse Core

最大フェーダー数 160(デュアルフェーダー)/80(シングルフェーダー) 72 72 72 72 72

DSPプロセッシングパス 1458 1056 800 672 432 1458 1056 800 672 432

入力チャンネル 1122 768 512 384 256 1122 768 512 384 256

プログラムバス 192 96 192 96

メイン出力 最大16系統（モノラル、ステレオまたは5.1、5.12、5.14、7.1、7.1.2ch）

グループ出力 最大48系統（モノラル、ステレオまたは5.1、5.12、5.14、7.1、7.1.2ch）

トラックバス 96 64 48 96 64 48

AUXバス 48 32 48 32

ダイレクト出力 512 256 512 256

インサート 256 128 256 128

EQ/フィルター 6バンドパラメトリックEQ、可変

ダイナミクス 2 ×コンプレッサー/ リミッター、  1 × エキスパンダー/ゲート

ディレイ 2.73sec

Specification

Type R

R120 R80 R40 R20
(標準仕様)

DSPエンジン Type R-Core

最大フェーダー数 48＠1コンソール　　※60(マルチコンソールの場合)

DSPプロセッシングパス 166 126 78 42

入力チャンネル 120 80 40 20

メイン出力 3（モノラル、ステレオまたは5.1chサラウンドを構成可能）

グループ出力 8（モノラル、ステレオまたは5.1chサラウンドを構成可能）

トラックバス - -

AUXバス 16 8

ダイレクト出力 96 64 32 24

インサート 96 64 32 24

EQ/フィルター 6バンドパラメトリックEQ、可変

ダイナミクス 1×コンプレッサー / リミッター、1×エキスパンダー / ゲート / ダッカー、1× ボーカルディエッサー

ディレイ 5.4sec

▼Type R Console

▼ImPulse Console
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APOLLO
ARTEMIS BRIO

Shine Ray Beam Light 36 12

DSPエンジン Hydra2 DSP CORE 内蔵DSPエンジン

最大フェーダー数 160(デュアルフェーダー)
80(シングルフェーダー) 72 72 64 56 36 12

DSPプロセッシングパス 1292 904 680 564 384 156 124

入力チャンネル 1020 680 456 340 240 96 64

プログラムバス 128 128 128 128 72 36 36

メイン出力 最大16系統（モノラル、ステレオまたは5.1ch） 4 4

グループ出力 最大48系統（モノラル、ステレオまたは5.1ch） 8 8

トラックバス 96 64 64 64 48 - -

AUXバス 48 32 32 32 24 24 24

ダイレクト出力 512 512 512 512 256 64 48

インサート 256 256 256 256 128 132 100

EQ/フィルター 6バンドパラメトリックEQ、可変

ダイナミクス 2 ×コンプレッサー/ リミッター、  1 × エキスパンダー/ゲート

ディレイ 2.73sec 5.4sec

▼Hydra2 Console
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広告用(プロ)

取説用(プロ)

カタログ用(プロ)




